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当社の現況

外部要因

•新型コロナウイルス感染拡大による緊急事態宣言の発出等により、TXの輸送人員及び運輸収入はこれまでに経験したことのない大幅な減少
となり、大変厳しい事業環境にあります。ポストコロナ社会においても、テレワークの定着など働き方の変化により出勤回数が減少し、TXの輸
送人員の一定の減少が定着すると考えられます。
•TX建設に要した鉄道・運輸機構に対する債務が未だ約5,000億円残っており、その有利子債務割合は2023年度末には9割を超えます。
•開業後15年以上が経過し、鉄道設備等の更新や修繕業務が増加するとともに、車両の大規模更新への対応が今後必要となります。
•社員の世代交代が進み、開業前後に入社した社員を中核とした業務体制となっており、日々の業務知識・技能の習得・向上が重要です。

•少子化による人口減少と高齢化が進展する中、人の流れは都心回帰による東京一極集中が進んでいましたが、コロナ禍を契機
として東京近郊・郊外へと向かっており、周辺自治体への人口転出傾向となっています。
•TX沿線の人口は、今後もしばらくの間は沿線開発が堅調に進展しつつも、徐々に成熟期を迎えて人口の伸びが鈍化し、近い将
来にはピークに達すると考えられます。

人口動態

•コロナ禍において飲食・観光・運輸産業等の業績が悪化する一方、郊外の住宅需要、自宅での巣ごもり需要、Ｅコマース等が拡大
しています。
•金利や電力単価は、低い水準で推移していますが、今後の動向の変化を注視していく必要があります。

経済状況

•頻発・激甚化する台風や集中豪雨、切迫する首都直下地震・南海トラフ巨大地震など、自然災害への備えが重要となっています。
•国連のSDGs（持続可能な開発目標）や、脱炭素・グリーン社会に向けた取組みなど、世界的に環境問題への対応が強化されて
います。
•ICT（情報通信技術）等の活用により、社会全体のデジタルトランスフォーメーション（DX）が加速しています。
•多様な働き方や女性活躍社会への取組み等が推進され、雇用・就業形態等に変動が生じています。

社会状況

事業環境1
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新型コロナウイルス感染拡大により、当社の事業環境に構造変化が生じており、大変厳しい状況にあります。
コロナ禍においても、鉄道事業者の根幹である安全輸送はゆるがせにできず、これを徹底するための保守や投資は決して手を緩
めることなく実施してまいります。
また、お客様のご利用動向の変化に対応したサービスの検討と提供により、ＴＸの一層の利用促進に努めるとともに、将来にわた
り持続的な事業運営を行うため、人材・施設・財務等の経営基盤の強化を図ります。
本計画では、テーマと基本方針を以下のように定め、様々な取組みを積極的に進めてまいります。

テーマ・基本方針2

テーマ

コロナ禍における安全輸送の徹底と輸送動向の変化への対応
～ポストコロナ社会に向けた基礎づくり～

基本方針

◆ 安全で安心な鉄道輸送を確固たるものとします
◆ 充実したサービスの提供により利用促進に努めます
◆ 持続的な事業運営のため経営基盤の強化を図ります

3
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TX沿線の開発は、成熟期が近づきつつあるものと見込まれますが、当面は引き続き開発が進展し、人口も増加することが見込ま
れます。一方、ポストコロナ社会において、働き方や生活スタイルの変化により、TXの輸送人員の一定の減少が定着すると考えら
れます。こうした状況を踏まえ、2023年度の一日平均乗車人員は、33～37万人程度となる見込みです（2019年度比84～94％）。

輸送人員3

沿線11市区の人口の推移（千人） 一日平均乗車人員の推移（千人/日）

つくばみらい市 51 52 52 52 52
守谷市 66 67 68 69 70
柏市 419 422 426 431 435
流山市 182 187 191 197 201
三郷市 139 141 142 143 143
八潮市 88 89 91 92 92
足立区 683 687 689 693 691
荒川区 213 215 216 217 216
台東区 195 197 200 203 204
千代田区 60 62 65 66 67
※ 各年4月1日時点の住民基本台帳人口等に基づき作成
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経営指標4
2023年度の一日平均乗車人員見込みを踏まえた営業収益は「389～431億円」、営業利益は「26～66億円」、経常利益は「0～
40億円」と、2020年度の経常損失79億円から黒字に回復する見込みです。

運輸収入の推移（億円）
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安全で安心な鉄道輸送を

確固たるものとします

● 鉄道設備等の信頼性の向上
● 防災対策の強化
● 安全管理体制の継続的改善
● バリアフリー対策の推進
● 新型コロナウイルス感染防止対策の徹底

充実したサービスの提供により

利用促進に努めます

● 8両編成化事業の推進
● お客様のご利用動向に応じた鉄道サービス体系の検討・構築
● 交流人口の拡大に向けた取組みの推進
● 環境対策・省エネルギー化の推進

持続的な事業運営のため

経営基盤の強化を図ります

● TXブランドの向上
● IT化の推進
● コストの見直しと財務基盤の充実・強化
● 社員教育と就労環境の整備
● 現場組織体制の強化

～ポストコロナ社会に向けた基礎づくり～

主な取組み5
コロナ禍における安全輸送の徹底と輸送動向の変化への対応
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● 車両全体を更新する大規模更新に着手
● 電力管理システムの更新
● 列車無線、ITVシステムなど通信設備の更新
● 保守用車両進入路の新設・活用

当社は、開業15年が経過し、鉄道施設の経年使用に伴う劣化が進行しているため、車両の大規模更新に着手するほか、通信設備
をはじめとした電気等の諸設備や各種システムについて計画的に更新を進めるとともに、的確な保守による安全で安心な鉄道輸送
の維持・確保に努めます。
また、豪雨、猛暑・低温、大型台風等の異常気象や切迫する首都直下地震などの自然災害への対応、鉄道テロ対策、バリアフリー
対策、新型コロナウイルス感染防止対策の諸課題に対して、全社一丸となって取組み、安全で安心な鉄道輸送を確固たるものにし
ます。

安全で安心な鉄道輸送を確固たるものとします

鉄道設備等の信頼性の向上

● 水害対策の継続検討、TX版タイムラインの整備
● 落雷被害対策の実施
● 駅の防災設備の更新（光警報装置の追加）
● 「運輸防災マネジメント指針」への対応

● TX早期地震警報システムの更新

防災対策の強化

TX早期地震警報システム（地震計）

保守用車両進入路電力管理システム

7
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● 安全に対する組織的な取組みの推進
● 安全統括管理者ヒアリングの充実
● ヒヤリハット情報の継続活用
● 異常時総合訓練等の継続実施
● 鉄道テロ対策の徹底

安全管理体制の継続的改善

● ホーム隙間対策の推進
● サービス介助士養成の継続推進

バリアフリー対策の推進
● 抗菌・抗ウイルス対策の継続実施
● 駅や車両の混雑状況の情報提供の継続実施
● 社員の健康・衛生管理の継続実施

新型コロナウイルス感染防止対策の徹底

抗菌・抗ウイルス施工済みの券売機駅ホームの隙間対策ゴム

異常時総合訓練の様子
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● ホーム延伸工事の継続実施
● 駅周辺環境の変化に対応した施工方法等の再検討
● 長期的な混雑率の見通し等を見極めた適切な対応

新型コロナウイルス感染拡大を契機として変化する、働き方や生活スタイルに対応したサービスを提供するとともに、ポストコロ
ナ社会におけるお客様のご利用動向の変化に対応したサービスの検討を進め、ＴＸの利用促進に努めます。
また、地域に根ざした公共交通事業者として、沿線地域と連携した取組みや、省エネルギー化などの環境対策を推進し、TX及び
沿線の魅力を一層高めていきます。

充実したサービスの提供により利用促進に努めます

8両編成化事業の推進

● 列車ダイヤの適正化・運賃体系の検討
● TXグッズの新規開発、沿線特産品等の発掘、商品の販路拡大
● 個室型ワークブース設置拡大やシェアオフィス設置の検討
● お客様への情報提供のあり方の検討、「TXアプリ」の構築

お客様のご利用動向に応じた鉄道サービス体系の検討・構築

個室型ワークブース

ホーム延伸工事

9
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● 魅力ある乗車券の発売やイベントの実施
● 沿線の見どころや魅力の情報発信の強化
● テーマを設定した集中的な誘客キャンペーンの実施

交流人口の拡大に向けた取組みの推進

● 環境コミュニケーション活動の推進
● グリーン調達の原則等、社員への環境教育の推進
● LED化の推進

環境対策・省エネルギー化の推進

つくば道から望む筑波山

福岡堰の桜並木

自然環境保全活動

LED化した駅構内
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● TX沿線への定住促進の支援
● 「商業施設等開発マスタープラン」に基づく駅ナカ・高架下等の利活用の促進
● 流山おおたかの森駅近傍の開発・整備

● TXアベニュー守谷の全面リニューアル（2023年度予定）

新型コロナウイルス感染拡大により事業環境が一変し、大変厳しい状況となる中、今後も当社が持続的な事業運営を行っていく
ために、定住促進への支援や社有資産の活用等により沿線の価値やTXブランドを向上させるとともに、業務効率化や生産性向上
に資するIT化の推進や、事業運営コストの見直しと財務基盤の充実・強化に努めることにより、こうした難局を乗り越えていきます。
また、当社が社会環境の変化に対応した事業を運営していくために、人材の育成を充実し、社員一人ひとりが目的意識を持って、
いきいきと働ける環境を整備するとともに、将来の事業運営を見据えて現場組織体制の強化を推進します。

持続的な事業運営のため経営基盤の強化を図ります

TXブランドの向上

学童クラブ完成予想図 TXグランドアベニューおおたかの森 TXアベニュー守谷

緑をテーマとしたスペースの新設（2023年度オープン予定）、学童クラブの整備（2022年春開所予定）

TXグランドアベニューおおたかの森の全面リニューアル（2022年度予定）

11
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総合基地の全景

● 業務実施や就業環境に関するIT化の推進

IT化の推進

● 安全確保を前提とした経費削減や設備投資事業の再検討
● 資金管理・調達の充実・強化

コストの見直しと財務基盤の充実・強化

● 「乗務員養成所」の設置による教育環境の充実
● 業務の知識・技能の伝承の推進
● 活力ある職場づくり
● 社員のワークライフバランスの支援
● 女性が活躍できる雇用環境の整備等の継続推進

社員教育と就労環境の整備

● 総合基地整備事業の推進
● 八潮総合事務所の活用

現場組織体制の強化
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＜主な事業＞
● 総合基地整備事業推進
● IT化推進
● 学童クラブ整備
● TXアベニュー全面リニューアル

＜主な事業＞
● 車両の大規模更新
● 電力管理システム更新
● ITVシステム更新
● 列車無線設備更新
● 駅防災設備更新
● TX早期地震警報システム更新
● ホーム隙間対策推進102億円

31億円

37億円

経営基盤の
強化関連

安全で安心な
鉄道輸送関連

充実したサービス関連

＜主な事業＞
● 8両編成化事業推進
● TXアプリ構築

2021～2023年度 合計170億円

設備投資6
コロナ禍における安全輸送の徹底と輸送動向の変化への対応に向けて、安全で安心な鉄道輸送、充実したサービス、経営基盤の
強化に関する設備投資を着実に実施します。2021～2023年度の間に合計170億円の事業を計画しています。

13
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　本計画に記載している数値・取組みなど将来に関する記述は、現在当社が入手可能な情報などに基づき、当社が現時点で行った独
自の見込みであり、実際には様々な要因、特に、新型コロナウイルス感染症の状況により、大きく異なる結果となる場合があることを
ご承知おき下さい。また、本計画に記載している取組みは、新型コロナウイルス感染症の収束後の事業環境等を踏まえ、適宜、変更す
る場合があることをご承知おき下さい。

注意事項




